
超
高
齢
社
会
、屠
え
る
「人
工
膝
関
節
疇

日
本
は
高
齢
化
率
が
２‐
％
を
超
え
る

「超
高
齢
社
会
」
の
真
っ
只
中
に
あ
る
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
１０
月

１
日
時
点
に
お
け
る
日
本
の
高
齢
者

（６５
歳
以
上
）
の
人
口
は
３
６
２
４
万

３
千
人

（前
年
比
１
万
７
千
人
増
）
で
、

総
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
２９

・
３
％
と
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
ま

た
人
口
の
多
い
世
代
で
あ
る
団
塊
の
世

代

（１
９
４
７
～
４９
年
生
ま
れ
）
は
２５

年
に
全
員
が
後
期
高
齢
者
（
７５
歳
以
上
）

と
な
り
、
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
世
代

〔
１
９

７
１
～
雅
年
生
ま
れ
）
は
４０
年
に
全
員

が
高
齢
者
と
な
る
「
こ
う
し
た
状
況
か

ら
（
日
本
で
は
超
高
齢
社
会
が
当
分
続

く
と
予
測
さ
れ
て
い
る
「

医
療
機
関
な
ど
に
よ
る
と
、
高
齢
化

で
膝
関
節
の
痛
み
に
悩
む
人
が
年
々
増

加
。
高
齢
に
な
る
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役

割
を
果
た
す
膝
関
節
の
軟
骨
が
す
り
減

り
、
加
齢
で
軟
骨
の
再
生
も
十
分
で
な

く
な
る
こ
と
か
ら
〈
膝
関
節
の
滑
ら
か

な
動
き
が
阻
害
さ
れ
て
炎
症
が
生
じ
る

「変
形
性
膝
関
節
症
」
に
な
り
や
す
い

と
さ
れ
る
。

症
状
が
軽
い
場
合
は
薬
物
療
法
や
運

動
療
法
な
ど
が
選
択
さ
れ
る
が
、
痛
み

が
治
ま
ら
ず
日
常
生
活
に
困
難
を
生
じ

る
よ
う
に
な
る
と

「人
工
膝
関
節
置
換

術
」
な
ど
の
手
術
が
検
討
さ
れ
る
。
変

形
し
た
膝
関
節
の
骨
の
表
面
を
削

つ
て

人
工
物
に
置
き
換
え
る
手
術
で
、
膝
関

節
の
上
下
の
骨
の
表
面
全
体
を
置
換
す

る
「人
工
膝
関
節
全
置
換
術
（
Ｔ
Ｋ
Ａ
】

と
部
分
的
に
換
え
る

「人
工
膝
関
節
単

顆
（た
ん
か
）
置
換
術

（
Ｕ
Ｋ
Ａ
）
」
が

あ
る
。
　
　
　
　
「

日
本
整
形
外
科
学
会
に
よ
る
と
い
２２

年
度
の
Ｔ
Ｋ
Ａ
症
例
数
は
８
万
２
４
８

９
件

（初
回
手
術
８
万
３
２
５
作
、
再

手
術
２
１
６
４
件
）
で
１７
年
度
の
約
４

万
件
か
ら
倍
増
。
患
者
の
７
割
以
上
が

西
の
京
病
院
に
導
入
さ
れ
た
人
工
膝
関
節

手
術
支
援

ロ
ボ

ッ
ト

「Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
」

（同

病
院
提
供
）

関
節
置
換
術
を
８５
件

八
Ｔ
Ｋ
Ａ
８２
作
、

Ｕ
Ｋ
Ａ
３
件
）
実
施
す
る
な
ど
、
同
手

術
に
関
し
て
豊
富
な
実
績
を
持
つ

「西

の
京
病
院
■

（奈
良
市
六
条
町
）
で
人

工
関
節
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
斉
藤
昌

彦

・
整
形
外
科
専
門
医

（５８
）
は
、
手

術
希
望
者
が
近
年
増
え
て
い
る
要
因
と

し
て

「人
工
膝
関
節
の
デ
ザ
イ
ン

（機

能
性
）
や
材
質
が
良
く
な

っ
た
こ
と
も

大
き
い
」
と
い
う
。
個
人
差
は
あ
る
と

し
た
上
で

「
（人
工
膝
関
節
の
）
耐
用

年
数
が
大
き
く
延
び
る
可
能
性
が
あ

り
、

（被
手
術
者
の
多
い
７０
～
８０
代
な

ど
）

一
部
の
高
齢
者
は
再
手
術
の
必
要

が
な
く
な
る
の
で
は
」
と
み
る
。

同
時
に
再
手
術
を
不
要
と
す
る
た
め

に
は

「高
い
手
術
の
精
度
が
必
要
」
と

も
指
摘
。
そ
の
た
め
同
院
で
は
２４
年
１２

月
に
骨
を
削
る
量
を
０

・
５
が
単
位
、

削
る
角
度
を
Ｏ

ｏ
５
度
単
位
で
調
整
で

き
る
人
正
膝
関
節
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
（
ロ
ザ
ど

１
合
を
導
入
し

た
。

現
在
は
Ｔ
Ｋ
Ａ
限
定
で
活
用
し
、

２５
年
４
月
１０
日
ま
で
に
２４
件
の
手
術
を

行
っ
た
。
　

′

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
の
人
工
膝
関
節
全

置
換
術
は
１９
年
に
保
険
適
用
と
な

っ

た
。　
一
方
で
、
病
院
側
は
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
な

ど
の
人
工
膝
関
節
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

を
上
合
導
入
す
る
だ
け
で
数
千
万
円
が

必
要
と
さ
れ
る
。
高
額
の
年
間
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
料
も
必
要
で
、
現
在
は
整
形
外

科
に
力
を
入
れ
る
全
国
の
中
規
模
病
院

や
大
学
病
院
を
中
心
に
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
な
ど

の
手
術
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
が
進

む
。同

院
の
斉
藤
医
師
は

「か
か
り
つ
け

医
の
紹
介
状
を
持
ち
、
手
術
目
的
で
当

院
に
来
ら
れ
る
人
が
多
い
の
が
現
状
。

今
後
、
Ｔ
Ｋ
Ａ
に
関
し
て
は
基
本
的
に

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
で
行
う
こ
と
に
し
て

お
り
、
最
新
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で

期
待
に
応
え
て
い
く
」
と
話
し
た
。

◆ 4月 15日午後 3時ごろ、奈良市中山口丁西 3丁 目の公園
で、小学生男児らが遊んでいると、公園付近をうろつ く不
審者を目撃 したため移動 したところ、その不審者につきま
とわれた。  、              ・

不審者の特徴±50～ 60歳ぐらいの男、肌色長袖シャツ、

彿 3種郵便物認可)

◆ 4月 11日 か ら翌 日までの間、奈良市西登
美 ケ丘 2丁 目の集合住宅 で、家人 が不在 の間、
無施錠 の玄 関か ら侵入 され、部屋 に置 いてい
た財 布 の中か ら現金 が盗 まれ る被害が発生 し

■|ヽ

ロ
ボ

ツ
ト

（Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
）
支
援
下
の
人
工
膝
関
節
全
置
換
術
の

様
子
＝
２
０
２
５
年
３
月
（
奈
良
市
六
条
町
の
「
西
の
京
病
院
」

（
同
病
院
提
供
）

女
性
で
年
齢
は
７０
代

（約
４９
％
）
▽
８０
代

（約
２９
％
）
▽
６０
代

（約
１７
％
）
だ

つ
た
。

Ｕ
Ｋ
Ａ
は
１
万
２
９

最
新
技
術
で
再
手
術
不
要
へ

８
５
作

（初
回
手
術

■
万
２
８
８
４
件
、

再
手
術
１
０
１
件
）

で
‐７
年
度
の
約
４
千

作
の
約
３
倍
に
。
約

７
割
が
女
性
で
年
齢

は
７０
代
入
約
５‐
％
）

▽
８０
代

（約
２４
％
）

▽
６０
代

（約
１９
％
）

と
Ｔ
Ｋ
Ａ
同
様
に
６０

～
８０
代
で
全
体
の
約

９５
％
を
占
め
た
。

２４
年
度
に
人
工
膝

、
　

に
ぎ

わ

っ
た

＝

写

首
弱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

〇
…
関
西
を
中
心
に
音
楽
活

動
を
行

っ
て
い
る
木
下
加
寿
子

さ
ん
と
粉
川
登
志
子
さ
ん
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
蛇
腹
楽
器

「
ュ
ン

十
津
川
で
斜
面
が

崩
落
、村
道
ふ
さ
ぐ

け
が
人
な
し

７
日
午
前
１１
時
５５
分
ご
ろ
、

十
津
川
村
玉
置
川
の
玉
置
神
社

サ
テ
ィ
ー
ナ
」
と
琴
型
の
古
楽

器

「プ
サ
ル
テ
リ
ウ
ム
」
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
発
弦
楽
器

「ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
」
を
使
っ

て
放
蝶
温
室
で
演
奏
”
色
と
り

ど
り
の
蝶
が
舞
う
幻
想
的
な
空

間
で
、
柔
ら
な
ハ
ー
プ
の
音
色

や
プ
サ
ル
テ
リ
ウ
ム
の
繊
細
な

響
き
が
観
客
の
心
を
包
ん
だ
。

○
…
粉
川
さ
ん
は

「い
つ
も

癒
し
て
も
ら
っ
て
い
る
蝶
へ
の

恩
返
し
の
気
持
ち
で
演
奏
し

た
。
こ
の
温
室
は
響
き
が
す
ご

く
い
い
の
で
、
来
館
者
の
方
々

に
は
そ
の
響
き
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
」
。
大
阪
府

富
田
林
市
の
小
学
５
年
、
倉
田

小
春
さ
ん

（１０
）
は

「い
ろ
ん

な
種
類
の
蝶
が
い
っ
ば
い
飛
ん

で
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
楽
器

の
音
色
も
良
く
て
楽
し
か

つ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
」
と
通
行

人
の
男
性
か
ら
１
１
０
番
通
報

が
あ

っ
た
。

五
條
署
に
よ
る
と
、
道
路
脇

の
斜
面
（
高
さ
約
１５
房
ヽ
長
さ

約
１０
所
の
部
分
が
崩
落
し
、
道

路

（
幅
約
５
房
）
に
土
砂
が
流

出
し
た
と
い
う
。
け
が
人
は
な

か
っ
た
。
土
砂
が
道
を
ふ
さ
い

で
い
る
た
め
、
現
場
付
近
は
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。

同
村
は
重
機
な
ど
を
使
い
、

土
砂
の
徹
去
作
業
を
行

っ
て
い

る
。

|

手術実績豊富な西の京病院 入

県
警
、春
の
叙
勲
と
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式

類
い
な
き
功
績
た
た
え

県
庁
で
も
知
事
伝
達
式

漑
鵡

出
動
指
令
装
置

一
時
停
止

県
警
は
７
日
、
県
警
本
部
で
、

春
の
叙
勲
と
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
の
受
章
者

へ
の
伝
達
式
を

行
っ
た
。

県
警
に
長
年
勤
め
た
香
の
叙

勲
と
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
者
が
計
１５
人
出
席
。
宮
）西

健
至
本
部
長
か
ら
勲
記
や
勲
章

を

受

け

取

っ

た
。宮

西
本
部
長

は
、

「県
警
の

一
員
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
職
務
に
励

み
、
類
い
な
き

功
債
を
残
さ
れ

と
伝
統
を
引
継
ぎ
、　
一
致
団
結

し
て
ま
い
進
す
る
」
と
あ
い
さ

つ
。受

章
者
を
代
表
し
、
瑞
宝
小

綬
章
を
受
章
し
た
元
奈
良
署
長

の
有
地
一正
伸
さ
ん

（７９
）
が
「長

年
に
わ
た
り
、
県
民
の
安
全
安

心
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。
そ

のヽ
思
い
は
今
も
何

一
つ
変
わ
ら

な
い
」
と
し
、

「今
後
も
微
力

な
が
ら
県
警
の
活
動
に
協
力
し

県
広
域
消
防
組
合
は
７
日
ま

で
に
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け

て
、
災
害
現
場
を
所
管
す
る
消

「災
害
時
に
お
け
る
段

ボ
「
ル
製
防
災
用
品
の

供
給
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
高
木

包
装
の
高
木
代
表
（左
）

と
堀
内
市
長
＝
７
日
、

大
和
高
田
市
大
中
の
市

役
所

避
難
生
活
の
早
期
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
同
社
が
製
造
す
る

一
殺
ぶ
１
レ
製
の
当
易
ベ
ツ
ド
や

防
署
に
自
動
で
出
動
指
令
を
行

う
装
置
が

一
時
停
止
す
る
シ
ス

テ
ム
障
害
が
今
月
４
日
に
発
生

所
の
避
難
所
が
あ
り
、
地
震
時

は
‐９
カ
所
で
最
大
１
万
５
７
３

０
人
収
容
を
想
定
す
る
。

締
結
式
で
、
高
木
美
香
代
表

は

「段
ボ
ー
ル
製
品
で
小
災
害

時
に
役
立
つ
防
災
商
品
の
開
発

を
推
進
し
て
い
る
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

堀
殉
太
色
市
民
は

「
い
つ
通

か
ら
北
西
約
１
５

‐０
０
房
先
の

村
道
で
、

「土
が
崩
れ
て
、
道

開
花
し
た

一
つ
の
枝
に

二
つ
の
花
が

つ
く
珍
し
い

双
頭
花
の
ボ
タ
ン
ーー
７
日
、

奈
良
市
西
ノ
京
の
薬

師
寺

元
高
取
町
長

米
田
剤
彦
さ
ん

（
こ
め
だ

。

か
ず
ひ
こ
＝
元
高
取
町
長
、
米

田
薬
品
工
業
設
立
者
）
　

６
日

午
前
３
時
１８
分
、
多
臓
器
不
全

の
た
め
、
高
取
町
藤
井
３
７
１

の
自
宅
で
死
去
。

９８
歳
。
通
夜

は
８
日
午
後
７
時
か
ら
、
葬
儀

告
別
式
は
９
日
午
前
１１
時
か

ら
、
い
ず
れ
も
橿
原
市
五
井
町

２
３
８
の
１
の
ベ
ル
コ
シ
テ
ィ

可8日  本曜 日

頭花ボタン開花

て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。
　

‐

‐

一
方
、
県
庁
で
も
春
の
叙
勲
（

褒
章
と
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

の
受
章
者
に
対
す
る
知
事
伝
達

式
が
あ

っ
た
。

知
事
推
薦
の
受
章
者
の
う
ち

総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
こ
ど

も
家
庭
庁
、
消
防
庁
関
係
の
３‐

人
と
褒
章
２
人
の
合
わ
せ
て
３３

人
が
対
象
で
、

２６
人
が
出
席
。

山
下
真
知
事
が
隷
記
や
章
記
を

手
渡
し
た
。

し
た
と
発
表
し
た
。

同
組
合
に
よ
る
と
、
装
置
が

停
止
し
た
の
は
４
日
午
前
９
時

す
ぎ
で
約
１
時
間
１０
分
後
に
復

旧
し
た
「
そ
の
間
、
５
作
の
出

動
要
請
が
あ

っ
た
が
、
指
令
室

の
通
信
員
が
電
話
で
所
管
署
に

連
絡
し
い
遅
延
は
な
か
っ
た
と

い
う
。

同
組
合
は
障
害
発
生
の

原
因
を
究
明
し
、
再
発
防
止
を

図
る
と
し
て
い
る
。
　

．

県
警
　
７
・

このコーナーでは不審者情報や
犯罪の発生情報をアプリで知らせ
る県警の「ナポリス」の配信内容

ています。安全で安心し
る地域づくり、防犯の取

を掲載 し

と
中合わせ

悔屁畳店
奈良市紀寺南方町2104

TEL((D742)24B0247側 呻

文化庁長官賞受賞店

文化財畳保存会会員店

―級技能士

品質管理認定工場

お
ぐ

らせ盤
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ト人安関
を工定節奈

·導膝しセ良
入関たン市
し節手夕の
た手術l西

" 0術をはの
li同支行 ‘ 京

病援う高病．
院口た精院
l'-ポめ度人
ょ ッ

‘

のエ

ロボットの有効性を解説する斉藤センター長（いずれも奈良市で）
.- -,.,.. 

術新
支た
接に
口導
ボ入ー ツさ

［』

る

と、
奈
良
市
内
で

は
初
の
運

用
と

い

う。
昨
年
末
か
ら
導
入

し、
膝
に
痛
み
が
続
く
変
形
性

膝
関
節
症
の
患
者
ら
の
手
術
で

活
躍
し
て

い

る
。

奈
良・
西
の
京
病
院

骨
切
る
量
や
角
度

精
密
に

人
工
膝
関
節
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

ー ， 、= 199, ロ戸 E 
F司

憂消費i
半、奈良f
ーミナルl
・立正大；

～心理学ブ
防対策～

一

事前申しi
瞑消費生］

漫春季1
社会のデ1
日休館）、
化博物館c
く「いのi
銅鏡など
上・高大！

(0725•4E 

憂ひが
後 4 時、：
淀川区民

「
ミ
ャ
ン
マ
ー

地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
三
田
崇
博
写
真
展
『Pray

for
 Myan
mar』
」
か
ら

ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
よ
っ

て 、
体
へ

の
負
担
が
少
な

い

術

前
計
画
を
立
て、
0.

5"
;
単

位 、
0.

5
度
単
位
の
正
確
な

手
術
や、
患
者一

人
ひ
と

り
の

状
態
に
合
わ
せ

た
手
術
が
可
能

と
なる

。
術
中

の
出
血
量
を
抑

ロ
ボ
ッ
ト

は、
変
形
性
膝
関

え
た
り、
術
後

の
痛
み
を
少
な

節
症
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
で

く
し
た
り
する

こ
と
に
も
つ
な

変
形
し
た
膝
関
節
の
表
面
を
取

が
り、
入
院
期
間

の
短
縮
と

い

り
除
き、
金
属
や

セ
ラ
ミ
ッ

ク

う
メ
リ
ッ
ト

が
ある

。

な
ど
で
で
き

た
人
工
関
節
を
骨

導
入
と
メ

ン
テ
ナ

ン
ス
に

は

に
か
ぶ
せる

手
術
「

人
工
膝
関

数
千
万
円
規
模
の
費
用
が
か
か

節
置
換
術」
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
る

が、
同
セ
ン
タ
ー

長
の
斉
藤

う。
骨
を
切る

皇
や
角
度
な
ど

昌
彦
医
師(
58)

は
「
最
新
の
技

は
精
密
さ

が
要
求
さ

れ、
こ

れ
術
を
使
っ

て
患
者
さ
ん

の
利
益

ま
で

は
医
師

の
経
験
と
感
覚
に

に
なる

こ
と

が
最
優
先
だ
っ

瞑る

部
分
が
大
き

か
っ

た。

た」
と
強
調
する

。
利
用
者
か

1
ら
は
「
新
し

い

ロ
ボ
ッ
ト

で
手

術
が
で
き
て
よ

か
っ

た」
な
ど

の
反
響
が
ある

と

い

う。

高
齢
化
に
伴

い

、
人
工
膝
関

節
置
換
術
の
症
例
数
は
増
加
傾

向
に
あ

り、
同
セ
ン
タ
ー

で
も

1
か
月
に
20
件
前
後
対
応
し

て

い

る
。

斉
藤

セ
ン
タ
ー

長
は

「
毎
日
続
く
つ
ら

い

痛
み
が
な

く
なる

こ
と

は、
と
て
も
喜
ば

れる

こ
と
だ
と
実
感
し
た。
大

い

に
活
用
し
て

い

き
た

い

」
と

する
。

＂
え、
え
坊
合」
力
庄v
ag，
当
肖�

に
電
話
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
な
ど

でfJ
確
認
く
だ
さ
い。

9
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大和郡山山梨の中学生訪問

沢 らり郡
る

柳5 流柳家を郡武瞑沢

斎が見竺贔口誓闊翡畠嬰慕贄嘉儡翡覧仕柳沢家の足跡興味津々
を25

い

山跡l保軍らめ庫りたの3市祥時

鍔［
否

匹：品孟喜賑
存

蕊賽円睾麦［安信←川ま忌側； ‘ 学屋は郡がられ藩

望慕 薩悶足品児虐開 k平属贔父｀畠手ヽ柳 ぇか ° fこ ・ 家 交
る

沢跡和立梨柳

＝
 

多
賀
久
彦
館
長
が
「
4
°
。一

岱
の
距
離
を
越
え
て

武
川
町

と
柳
沢
文
庫
は
縁
を
持
っ

て―

い

る
」
と
歓
迎 。
そ

の
後、

成
富
な
つ
み
学
芸
員
が、
柳―

沢
吉
里
に

関
する

展
示
を
解

説
し、
生
徒
ら
は
観
光
ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
ガ
イ
ド

の
案
内
で
天
守

台
に
上る

な
ど

し
て
城

跡
の
散

策
を
楽
し
ん
だ。

茅
根
勇
太
さ
ん(
15)

は
「
石

垣
に
他
の
石
を
使
っ

て

い

る

と

知
り
すfJ

い

と
思
っ

た」
と
振

り
返
り、
福
井
そ
よ
香
さ
ん

(
14)

は
「
交
流
が
続

い

て

い

る

と

い

う
話
を
聞
き、
受
け
継

い

で
伝
え
て

い

き
た

い

と
思
っ

た」
と
話
し
た。

成富学芸員の説明を熱心に聞く
生徒たち（大和郡山市で）

そ
こ
と

筑．
て
危
g
¢
ヵ

一
番

の
保
護
活
動
に
なる
」
と

答
え
て

い

た。

――

奈
良
市
の
観
光
ガ
イ
ド

林
美


